
つなぐ ～ 子ども達が見つめた“世界”と“自分” 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

2月になりました。3日は節分、4日は立春と、暦の上では春の気配を感じる時期です。今朝、ある生徒に

「豆まきはするの？」と聞いてみたところ、「やらない」との返事でした。最近は、昔ながらの年中行事を家庭で行

うことも少なくなってきているのかもしれません。今の我が家では、片付けのしやすさを考え、パック詰めされた

豆を撒いています。方法は様々ですが、季節の行事を何らかの形で繋いでいきたいものです。 

◇2年生「生き方講座」の開催

さて、1月 30日（金）には、今年で 3回目となる 2年生「生き方講座」を開催しました。講師は、毎年お世

話になっている戸田隆夫氏です。戸田氏は、元 JICA（国際協力機構）で世界各地を回り、世界の平和づくり

や、人々が安全に暮らせる社会づくりに深く関わってこられました。特に「すべての人が健康でいられるようにす

ること」を目指し、その考えを世界へ広めてこられた方です。 

◇世界で起こる現実に触れて

講演のタイトルは「未来の『私』と未来の『世界』」。

子どもたちがこれから生きていく社会がどう変化してい

くか、そしてその中でどう生きるのか――予測困難な時

代を考える多くのきっかけをいただきました。 

前半は、いま世界で起きている様々な現状について

話していただきました。紛争や戦争、学校に行けない子

どもたち、児童労働で家族を支える子どもたち、水や電

気が簡単に手に入らない国々の現実。日本では想像も

つかない状況が今この瞬間にも起こっていることを知

り、子どもたちは驚きと戸惑いの表情を見せていました。 

◇ルワンダとカンボジアの「生の声」

後半はアフリカのルワンダでのお話でした。1994年、民族紛争が激化し、多くの命が犠牲となった惨劇。戸

田氏が現地で支援活動に携わり、深く関わってこられた国での出来事を、写真やエピソードとともに語ってくだ

さいました。また、1970年代後半のカンボジアでの少年兵の話も紹介され、子どもたちが自分事として考えら

れるよう導いてくださいました。 

こうした「生の声」を直接聞いたことにより、子どもたちは「平和とは何か」「普通とは何か」「幸せとは何か」

といった問いに真剣に向き合っていたように思います。 

◇未来へつながるメッセージ

最後に戸田氏は、子どもたちへ次のメッセージを贈ってくださいました。

「私たち一人ひとりの『想い』は、時間と空間を超え、未来へ、世界へつなが

っていく。私たち一人ひとりが幸せであるために、どうつながっていくか。」 

未来の社会を担う子どもたちが、国境を越え、同じ空の下で手を取り合

い、つながっていく。そうした姿が広がり、幸せにあふれた笑顔が世界中で

見られる日が訪れることを、心から願っています。 
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夏休みの終わりは、“迷走”台風１０号が“ジョギング並み”の速さで西日本をゆっくりと縦断

し、各地で土砂災害や道路冠水などを引き起こしました。この影響で、９月２日の２学期始業式が

休校になる恐れもあったのですが、無事開催することができました。今回は、子ども達に始業式

で伝えたことを紹介します。 

 

９年間を通じて子ども達の未来をつなぐ 

 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

 瀬戸市全域で進められている教育活動に、「小中一貫教育」があります。日本において、義務

教育は小学校６年間とその後の中学校３年間を指しますが、この二つの間には大きな隔たりがあ

りました。そのため、「中一ギャップ」という言葉があるように、中学校に入学すると、これまでの生

活とは大きく異なるため、そこに適応できず苦しむ子ども達が少なからずいるということです。そ

れを少しでも解消するために、緩やかに小中の接続ができないかということで生まれたのが「小

中一貫教育」です。義務教育の９年間を見通し、同じ目線で子ども達を見守り育てることを大切

にしています。そこで幡山中ブロックの３校（幡山中・幡山東小・幡山西小）では、こんな子どもた

ちを育てたいという「めざす子ども像」を次のように掲げ、日々の教育活動を行っています。 

〇思いやりのある子   〇たくましく生きる子   〇地域に貢献できる子 

 また、小学校と中学校の教員が互いに行き来し、お互いの教育を理解することが一番の近道

であることから、中学校の教員が小学校で授業を行う「乗り入れ授業」や給食交流を行っていま

す。そして、「人とかかわる力を身につけるプログラム（ハタトーク）」を３校で同じように実施する

など、小学校でやってきたことが中学校でも継続されるようにしているため、それが子ども達の安

心感や充実感につながっていると実感しています。 

 さらに、幡山中ブロックの「小中一貫教育」の目玉として、ここ数年継続して実施していること

があります。それは「福祉教育」です。一人ひとりが幸せに生きることができる社会の実現をめざ

すことは、多様性が叫ばれている今、最も大切なことだと思います。幸運なことに、幡山中ブロック

は、瀬戸つばき特別支援学校と隣接しており、中学校の１年生において相互交流を続けていま

す。今年度も６月１２日に第 1回の交流会を実施しました。子ども達の様子や感想から、とても充

実した時間が過ごせたようです。当日の様子は裏面でも紹介しています。ぜひご覧ください。 
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１年・１組 ボッチャ講習会 

今年度２回目の交流会は、瀬戸つばき特別支援学校の生徒を本校の体育館に招いて
開催しました。今回は本校の生徒が交流会の準備・運営を担当しました。寒い日でし
たが、交流活動を通して、心も体も温まる時間を過ごすことができました。 

１年 瀬戸つばき特別支援学校との交流 
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４月から入学予定の６年生を対象に、学校見学会を開催しました。５限は校舎を巡
回し、授業参観を行いました。その後、在校生と一緒にハタトークを行いました。 
２２日には新１年生の保護者向け説明会も実施し、多くの方に来校いただきました。 

 

                       １月３0日（金） 午前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新１年 学校見学会 

瀬戸蔵にて、市内の特別支援学級合同の「卒業生を祝う会」が催されました。会場
の看板を事前に制作したり、開会の言葉を担当したりして、運営に携わりました。３
年生の作文は心温まる内容で、３年間の成長を感じる素晴らしい発表となりました。 
。 

日本福祉大学教授の藤田紀紹先生をお招きし、パラスポーツ競技の一つである「ボ
ッチャ」について学び、体験する講習会を行いました。競技の歴史やルールを学んだ
後、生徒たちは「ボッチャ」を用いたゲームを皆で楽しむことができました。 

１組 卒業生を祝う会 



① ② ③ ④ ⑤

生徒 40% 54% 5% 1% 0% 100%

保護者 22% 69% 6% 0% 3% 100%

教員 42% 58% 0% 0% 0% 100%

生徒 52% 45% 4% 0% 0% 100%

保護者 17% 65% 14% 1% 3% 100%

教員 30% 55% 15% 0% 0% 100%

生徒 37% 50% 12% 1% 0% 100%

保護者 15% 60% 20% 1% 4% 100%

教員 27% 67% 6% 0% 0% 100%

生徒 63% 33% 4% 1% 0% 100%

保護者 20% 55% 20% 4% 2% 100%

教員 45% 42% 12% 0% 0% 100%

生徒 58% 35% 5% 2% 0% 100%

保護者 46% 43% 8% 3% 0% 100%

教員 55% 42% 3% 0% 0% 100%

生徒 34% 50% 14% 3% 0% 100%

保護者 20% 47% 28% 4% 0% 100%

教員 21% 58% 21% 0% 0% 100%

生徒 35% 48% 14% 3% 0% 100%

保護者 21% 42% 28% 8% 0% 100%

教員 15% 64% 21% 0% 0% 100%

生徒 49% 38% 10% 3% 0% 100%

保護者 20% 38% 30% 10% 1% 100%

教員 33% 45% 21% 0% 0% 100%

生徒 82% 13% 4% 1% 0% 100%

保護者 66% 26% 4% 3% 1% 100%

教員 94% 6% 0% 0% 0% 100%

生徒 65% 22% 8% 4% 1% 100%

保護者 49% 30% 12% 7% 2% 100%

教員 58% 39% 3% 0% 0% 100%

生徒 50% 35% 11% 4% 0% 100%

保護者 32% 57% 9% 1% 2% 100%

教員 76% 24% 0% 0% 0% 100%

「よりよい学校をめざして」　　令和7年度　学校評価アンケート報告

アンケート結果を参考にして、学校改善に役立てていきます。
ご協力ありがとうございました。
回答数　生徒５０８名　保護者4７９名　教職員3３名
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お子さんは、
楽しく幡山中学校に
通っている。

お子さんは、
授業の内容がわかると
言っている。

子ども

子ども

子ども

子ども

子ども

生徒全体

幡山中学校の生徒は、
たくましく生きる力が
育っている。

生徒全体

幡山中学校の生徒は、
地域に貢献できる子に
育っている。

幡山中学校の生徒は、
あいさつをしている。

生徒全体

①よくあてはまる　②ややあてはまる　③あまりあてはまらない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④全くあてはまらない　　　⑤空欄

豊
か
な
心
に
関
す
る
こ
と

生徒全体

幡山中学校の生徒は、
思いやりのある子に
育っている。

お子さんは、
基礎的な学力を身につ
け、意欲的に学習に
取り組んでいる。

お子さんは、
学習にタブレットを
有効に活用して
取り組んでいる。

お子さんは、
体育祭や文化祭などの
行事に楽しんで
参加していた。

お子さんは、
部活動に満足して
活動している。
（3年生は活動していた）

幡山中学校は、
学校（生徒）の様子を
わかりやすく伝えている。
※「学校だより（あやめ）・
学年通信・学校ＨＰなど」
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生徒 49% 40% 8% 4% 0% 100%

保護者 21% 62% 12% 2% 3% 100%

教員 73% 27% 0% 0% 0% 100%

生徒 59% 35% 5% 2% 0% 100%

保護者 32% 59% 6% 1% 2% 100%

教員 85% 15% 0% 0% 0% 100%

生徒 55% 38% 5% 2% 0% 100%

保護者 26% 61% 10% 1% 2% 100%

教員 70% 30% 0% 0% 0% 100%

生徒 49% 36% 10% 4% 0% 100%

保護者 27% 59% 11% 1% 1% 100%

教員 52% 45% 3% 0% 0% 100%

生徒 55% 35% 8% 2% 0% 100%

保護者 31% 55% 11% 1% 1% 100%

教員 70% 27% 3% 0% 0% 100%

生徒

保護者 22% 62% 12% 2% 2% 100%

教員 64% 36% 0% 0% 0% 100%

生徒

保護者 31% 51% 12% 3% 3% 100%

教員 64% 30% 6% 0% 0% 100%

生徒

保護者 23% 61% 11% 3% 3% 100%

教員

生徒

保護者 27% 57% 13% 2% 2% 100%

教員

　　学校教育目標や「めざす子ども像」に関する質問では、肯定的な意見が例年より高く、学校全体への安心
感や居心地のよさが評価されていることがうかがえます。今後も、子どもたちのウェルビーイングを大切にし、
かかわる大人どうしも支え合いながら、みんなが幸せになれる学校づくりを進めていきます。
　学校行事や部活動への満足度も高く、これらが学校生活の楽しさや充実感を支えています。あいさつの習慣
は定着していますが、さらに心のこもったものになるよう、学校・家庭・地域が協力して取り組んでいきたいと思
います。
　学習面では、授業・学力・ICT活用に関する肯定的な意見が生徒・教職員では8割前後である一方、保護者
では7割に満たない状況です。授業のねらいや学びの成果が十分に伝わっていないことが課題であると思わ
れます。今後もさらなる授業改善や教材研究を重ね、楽しみながら学力が伸びる授業をめざしていきます。
　また、子どもたちが多様な悩みやストレスを抱えている現状をふまえ、相談体制の充実をはじめとする、心の
ケアを大切にした取組を一層進めながら、誰もが大切な存在として互いに認め合えるよう、信頼関係を着実
に築いていきたいと思います。いただいたご意見や自由記述は、謙虚に受け止め、改善に生かしながら、よりよ
い学校づくりに努めてまいります。
　今後とも、本校へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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幡山中学校のＰＴＡ活
動は、子どもたちや会
員のために有効なもの
となっている。

教員
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PTA

幡山中学校のＰＴＡサ
ポーター制度は、今後
も続けていってよい。

幡山中学校は、
いじめや暴力のない
学校作りに
取り組んでいる。

幡山中学校の
学校の雰囲気はよい。

幡山中学校は、
健康・安全に対する
意識の向上に
つとめている。

幡山中学校の先生は、
子どもから信頼されて
いる。

幡山中学校の先生は、
子どもを理解しようと
つとめている。

学校

幡山中学校の
教育活動に
満足している。
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学校

幡山中学校は、
家庭や地域と連携して
教育活動を
進めようとしている。
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